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【人民元為替概況】

USD/CNY, USD/CNH Spot Rate JPY/CNY, USD/JPY Spot Rate

Bloombergより当行作成

回顧：米国とイランの停戦延長が発表されるも、先行き不透明感は拭えずUSDCNYは底堅く推移

▪ ドル人民元（USDCNY）は20日、6.82台前半でオープン。週末にイランがホルムズ海峡を再封鎖したとの報道などを受け、前週末終値対比やや元安水準で取引
開始後、日中は動意に乏しい値動き。21日も中国時間は引き続き方向感が出づらい展開が続くも、海外時間に入り、翌22日の停戦期限を前に米国とイランの
2回目の停戦協議開催が不透明となったことを受け、リスクセンチメントが後退。全般的にドル高地合となる中でUSDCNYは6.83台まで上昇。しかし、22日の朝
方に一転してトランプ米大統領よりイラン戦争の停戦延長が発表されると、USDCNYは6.82台半ばでギャップダウンしてオープン。その後は6.82台でレンジ推移
となった。23日は再びイラン情勢の先行き懸念につながる報道を受けドル買い地合となると6.83台まで上昇。24日の午後12時時点では6.83台半ばにて推移。

▪ 円人民元（JPYCNY）は20日、4.29台でオープン。21日はイラン関連報道や発表された米3月小売売上高（前月比）が+1.7%と市場予想比強めの結果となったこと
などを受け、ドル円が159円台半ばまで上昇する中、JPYCNYは4.28近辺まで下落。22日は4.28台で方向感なく推移し、23日も再びイラン情勢のヘッドラインに
反応する形でドル円が一時159円台後半まで上昇すると、JPYCNYは一時4.27台半ばまで値を下げた。24日午後12時時点では4.27台後半で推移している。

見通し：引き続きイラン情勢に注視。来週は日銀金融政策決定会合・米FOMCなど中銀イベントウィーク

▪ 為替市場は引き続きイラン情勢に一喜一憂する状況が続き、人民元相場に関してもトレンドを見出しづらい状況。ヘッドラインで停戦延長が報じられたものの、
依然としてホルムズ海峡の封鎖が継続する中、短期的に事態が好転する展開は想定しづらく、来週にかけても膠着した状況が続くと思われる。またPBOC基
準値が連日概ね横ばいでの設定となる中で、現状の6.82-6.84近辺での推移を基本線としつつ、リスクが高まった際のドル高人民元安の動きに警戒したい。

▪ 来週は中銀イベントが目白押しとなり、27・28日に日銀金融政策決定会合、28・29日に米FOMC、30日にECB理事会が予定されている。それぞれ政策金利の現
状維持が予想されているが、イラン情勢に伴う原油高を背景に各中銀がどこまでインフレ上昇に懸念を示すかに注目が集まる。特に日銀は展望レポートにて
経済物価見通しが発表される予定のため注視していきたい。
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【人民元金利概況】

Bloombergより当行作成

回顧：税期を無難に通過し、O/N金利は低位安定推移が継続

▪ PBOCは7日物リバースレポにより、合計170億元の資金供給を実施。満期到来分とネットで140億元の資金供給となった。
▪ 短期市場は、今週前半に税期を迎えるも、流動性は潤沢な状況が継続。O/N金利は1.2%台前半で安定推移。
▪ 債券市場は、潤沢な資金流動性が続く中、積極的な買いフローが見られ、総じて堅調地合。全期間で金利が低下し。2年債利回りは1.25%近辺、5年債利回り
は1.48%近辺、10年債利回りは1.74%付近にて推移。

▪ 20日には1年物/5年物LPRが発表され、それぞれ市場予想通り3.0%/3.5%に据え置かれた。

見通し：金利低下基調が基本線も、中東情勢には引き続き留意が必要

▪ 今週は税期をこなしつつも、安定した資金流動性が維持された。資金余剰感が強まる中、来週にかけてもO/N金利は低位安定推移を見込む。
▪ 債券市場についても、引き続き潤沢な資金流動性と中国当局による金融緩和姿勢が下支えとなり、底堅い推移を予想する。但し、依然としてイラン情勢が不透
明な中、ヘッドライン次第でリスクセンチメントが変わるため、両サイドとも突発的な変動には警戒して臨みたい。

▪ 来週は28・29日に米FOMCが予定されており、政策金利据え置きがコンセンサスとなっている。本会合での政策変更は想定しづらいものの、パウエルFRB議長
の会見内容次第では、今後の政策金利見通しに大きく影響する可能性もあるため注視したい。
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【TOPICS】 3月国内主要経済指標を公表

(資料) Bloomberg, 各種報道

• 4月16日、国家統計局は3月小売売上高・鉱工業生産・都市部固定資産投資
を公表した。内容としては小売売上高が前年比+1.7％（予想+2.4％） 、鉱工
業生産が同+5.7％（予想+5.3％）、都市部固定資産投資（年初来前年比）が
+1.7％（予想+1.9％）となり、市場予想比強弱まちまちの結果となった。

• 個人消費を映す小売売上高の内訳を見ると、全般的に落ち込む内容となっ
た。自動車は購入減税措置縮小の影響などもあり前年比11.8％減少。家具
や家電などもそれぞれ前年比8.7％、5.0％の減少となっており、前回（1-2月
）からの反動が出ている可能性もあり、減速する結果となった。

• 固定資産投資については製造業投資が年初来前年比4.1％増加となり、前
回（1-2月）から伸び率が加速。不動産投資に関しても、年初来前年比10.6
％の減速と依然として前年比マイナスではあるものの、マイナス幅は縮小傾
向にある。今後も基調的な回復につながるかどうか、引き続き動向を注視し
ていきたい。

小売売上高・鉱工業生産・固定資産投資
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【マーケットデータ】

（Bloomberg）

【USDCNY Daily】 【CNY MARKET Weekly】

DATE OPEN HIGH LOW CLOSE PBOC FIXING OPEN HIGH LOW CLOSE

4/13 6.8360 6.8380 6.8290 6.8338 6.8657 USD/CNY 6.8360 6.8380 6.8154 6.8263

4/14 6.8204 6.8235 6.8154 6.8164 6.8593 100JPY/CNY 4.2791 4.3073 4.2771 4.2861

4/15 6.8247 6.8247 6.8160 6.8185 6.8582 EUR/CNY 7.9862 8.0601 7.9794 8.0473

4/16 6.8185 6.8249 6.8164 6.8197 6.8616 HKD/CNY 0.87281 0.87299 0.86971 0.87151

4/17 6.8250 6.8302 6.8224 6.8263 6.8622 GBP/CNY 9.1576 9.2633 9.1576 9.2341

【USDCNH Daily (Reference value from Bloomberg)】 【MAJOR CURRENCY Weekly (Reference value from Bloomberg)】

DATE OPEN HIGH LOW CLOSE Fixing* OPEN(TKY6:00) HIGH LOW Thursday CLOSE

4/13 6.8328 6.8437 6.8167 6.8197 6.8323 USD/JPY 159.35 159.86 158.27 159.17

4/14 6.8197 6.8207 6.8059 6.8108 6.8167 EUR/USD 1.1688 1.1824 1.1658 1.1781

4/15 6.8108 6.8225 6.8086 6.8181 6.8162 EUR/JPY 186.45 187.95 185.89 187.50

4/16 6.8181 6.8270 6.8130 6.8229 6.8142 GBP/USD 1.3430 1.3595 1.3381 1.3527

4/17 6.8229 6.8297 6.8206 6.8247 6.8251 AUD/USD 0.7033 0.7197 0.6986 0.7161

*CNH (HK) Fixing published at 11:15 A.M. by Hong Kong Tresury Markets Association

【SHIBOR FIXING(%)】

4/13 LOW HIGH 4/17

ON 1.2240 1.2210 ～ 1.2240 1.2210

1M 1.4550 1.4410 ～ 1.4550 1.4410

3M 1.4660 1.4525 ～ 1.4660 1.4525

6M 1.4765 1.4655 ～ 1.4765 1.4655

1Y 1.4985 1.4965 ～ 1.4985 1.4965
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引の勧誘を目的としたものではありません。

• 当資料は信頼できると判断した情報に基づいて作成されていますが、
その正確性、確実性を保証するものではありません。

• ここに記載された内容は事前連絡なしに変更されることもあります。
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• また､当資料の著作権はみずほ銀行及びみずほ銀行（中国）に属し､
その目的を問わず無断で引用または複製することを禁じます。

• 本資料中の括弧書きで引用された出所元の文または文章の内容に
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